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オフサイト貯留における調節池容量計算を厳密法または簡便法で計算                          価格 ¥165,000-（税込） 
 
 

  
● 日本河川協会（社団法人） 

・「防災調節池等の技術基準（案） 
の解説と設計実例」 

・「大規模宅地開発に伴う調節池 
技術基準（案）第2編」 

 
 
 
● 降雨強度式の登録 
・地区/確率年毎 
● 厳密法による解析 
・降雨波形（中央・後方集中型） 
・堆積土砂量の算出+浸透量計算 
・矩形＆円形オリフィス/洪水吐 
・流域外からの流入を考慮 

● 簡便法による解析 
・流下能力設定 
・オリフィス1個 
・調節池容量計算截頭錐体法  

 
 
 

●厳密解法 

1.流入量は、指定流域から降雨強度式により算出、流域外 
から一定流入量や洪水到達時間毎の追加流入量も可能。 

2.オリフィスは、矩形・円形タイプ、また洪水吐やポンプ 
を設置（排水量、開始水位・停止水位）した排水量の計算が可能。 

3.堆積土砂量の算出方法および開発中の発生土砂について考慮が可能。 
4.計画降雨波形は、中央集中型（AorＢ）または後方集中型より指定が可能。 
5.浸透流量の計算が可能。浸透流量は、「有効降雨モデル」または「一定量差引き 
モデル」から指定。浸透施設は、「浸透トレンチ、浸透桝、浸透性舗装」から指定。 

6.流出量については、その貯留量がゼロになるまでの計算が可能。 
7.計算結果は、プレビュー画面にて「流量、水位、放流量」や「H-A曲線」「ハイ 
ドログラフ」を確認後印刷。また、計算書はRTF変換によるWord出力も可能。         

●簡便法 

1.降雨強度式、流出係数、流域面積、流下能力より簡便法による計算。 
2.堆積土砂の考慮およびオリフィスサイズの自動計算も可能。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

ACCESS  （URL）：https://www.sipc.co.jp  （Mail）：mail@sipc.co.jp 

〇基 本ＯＳ   ：Windows8（32bit&64bit）、Windows10&11（64bit） 
〇ハード環境   ：HD容量500MB以上、メモリ容量4GB以上 
〇プロテクト方式 ：HASP（USB）方式、オンライン（IN）方式、ネット認証システム（Lan対応版） 

CONTACT （TEL）：06-6125-2232  （FAX）：06-6125-2233 

株式会社SIPシステム 
〒542-0081 
大阪府大阪市中央区南船場1-18-24-501（大阪事務所） 
TEL：06-6125-2232  FAX：06-6125-2233  

ご案内 
・本商品に関するご質問、資料請求、見積依頼等につきましては、お電話、メー

ル等にて弊社「大阪事務所」迄お問合わせ下さい。 
・弊社ホームページより各商品概要のリーフレット、出力例等のダウンロードや

体験版プログラムのお申込み等が可能です。 

新規購入の場合、別途プロテクト費用が必要です。 



これにより、指定流域の流入量をベースに、その他の流域（多段調節池）を考慮した計算を別途
行い、流入量を編集して「追加流量」の機能で、再度読み込み計算が可能になります。 

矩形・円形タイプが最大4個、洪水吐が最大
3個まで可能。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改定資料1/2 

① 円形オリフィスを考慮できます。 

② 流入出量データの保存ができます。 

③ 指定流域以外からの追加流量（データ）を考慮できます。 

流域以外（水路等）から流入する場合の指

定（流域数）が最大5ケースまで可能です。 

指定は 

●「一定流入量（ｍ3/Δｔ）」 

●「洪水到達時間毎に入力（ｍ3/Δｔ分）」 

の何れかより指定ができます。 

（但し、ハイドログラフ上では合算されて計上されます。） 

ここに合算処理される 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

改定資料2/2 

⑤ ポンプを考慮した平水計算が可能です。 

浸透量を考慮した容量計算が可能です。 
計算方法は下記2手法より選択します。 

●「有効降雨モデル」 
計画降雨に流出率を乗じて求めた有効降雨から  
浸透施設による浸透強度を差し引いた値を流出 
量とするモデルです。 

●「一定量差引きモデル」 
設計浸透量を浸透流量に換算し、浸透施設への流
入量から浸透流量を差し引いた値を浸透施設か
らの流出量とするモデルです。 

●「浸透施設」の種類 

   浸透トレンチ・浸透桝・透水性舗装 

④ 浸透量を考慮した計算が可能です。 

調節容量池内にポンプを設置した排水の

計算が可能です。 
 

●「ポンプ排水量（m³/s）」 

●「ポンプ開始水位（m）」 

●「ポンプ停止水位（m）」 
 
計算は、開始水位を超えた次の時間からポンプ排
水を開始し、停止水位を下回った次の時間で停止
させます。 


